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令和２年２月臨時部長会議 会議録（要旨） 
 

◇日  時  令和２年２月12日（水） 午前８時35分から午前10時45分 

◇場  所  市役所第一庁舎５階 庁議室 

◇出 席 者  市長、副市長、教育長、上下水道事業管理者、総務部長、企画政策部長、財政部長、地域・市民生

活部長、保健福祉部長、保健所長、こども未来部長、環境部長、商工観光部長、文化スポーツ振興

部長、農林部長、建設部長、都市整備部長、会計局長、教育次長（行政及び教育）、上下水道局長、

消防局長、危機管理防災監、市長公室長及び関係課職員 

◇会議内容 

＜市長あいさつ＞ 

・連日報道されているとおり、中国で発症が確認された新型コロナウイルスによる肺炎の感染者数は増加を続け、

世界的に感染が広がっている。日本国内でも複数の府県で感染者が確認されており、多くの観光地を抱える本

市には大勢の外国人旅行者も来ているため、いつ発生してもおかしくない状況にあると思う。 

・新型コロナウイルスへの対応については、この後、保健所長から説明があるが、引き続き、状況を注視し、国、

県等関係機関と連携を取りながら、まずは感染予防について関係部局で連携して対応してほしい。 

・また、観光業をはじめ地域経済への影響が出始めているが、この長野県で感染者が出ないことを祈るばかりで

ある。 

 

 

１ 報告事項 

（１） 新型コロナウイルス感染症の対応について (保健所) 

標記事項について、保健所長から報告を行った。 

○質疑 

〔副市長〕新型コロナウイルスへの感染が短時間で判定できる検査キットを長野市保健所でも導入するというよう

な話があったが、どのような状況か。 

〔保健所長〕最初の数例の検査については、結果を国の研究機関とすり合わせた上で判定することとなり、１日か

かる。検査件数が増加すれば、４時間から６時間程度で判定できる検査方法に切り替えていけると考える。 

〔副市長〕仮に市内で感染者が確認された場合、どこの医療機関に搬送するのか。 

〔保健所長〕具体的な医療機関名は公表していない。県内に１か所ある第１種感染症指定医療機関、又は各医療圏

に１、２か所ある第２種感染症指定医療機関の感染症病床で治療を受けるようになる。 

 

２ 協議事項  

(１) 児童館・児童センターの指定管理者について（こども未来部） 

標記事項について、こども未来部長から説明し、協議を行った。（資料１参照） 

○質疑 

〔副市長〕指定管理者の指定について３月市議会定例会で初日議決を議会に依頼するとの説明であるが、今回の案

件は指定管理者の変更はなく、現在の指定管理者が引き続き指定管理を行うこととなる。指定管理者の準備の

ために、初日議決を得る必要性はあるか。 

〔こども未来部長〕児童館・児童センターの指定管理は、従業員の継続雇用が必要となり、その準備に１か月は必

要であるため、なるべく早く議決を得て、指定管理者が雇用等の準備を進められるようにしたい。 

○今後の方向性 

原案を了承。 
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(２) 令和２年３月市議会定例会提出議案について 

  

①条例の改正等について（総務部）         

標記事項について、総務部長から説明し、協議を行った。（資料２参照） 

○質疑なし 

○今後の方向性 

原案を了承。 

 

 ②令和２年度当初予算（案）について（財政部） 

標記事項について、財政部長から説明し、協議を行った。（資料３参照） 

○質疑 

〔市長〕予算査定等の中で指摘した事項のうち、特に重点的に取り組んでもらいたい事項を申し上げる。保健福祉

部と農林部の農福・林福連携については、調査・研究に留まることなく、新年度で試験的に実施するつもりで

取り掛かってほしい。環境部に関しては、条例による歩行喫煙禁止エリアの指定について検討を進めてほしい。

商工観光部に関しては、中央通りに面した区域が駐車場や一般住宅ばかりにならないような対策を講じてもら

いたい。農林部に関しては、ジビエ活用事業を根本的に見直し体制を立て直してもらいたい。建設部に関して

は、災害公営住宅の整備に当たり、現在、仮設住宅等に避難している方のそれぞれの事情を汲み取り、災害公

営住宅等に円滑に移行できるかどうかを確認しながら進めてもらいたい。 

〔副市長〕既存事業でも、災害復旧・災害復興の視点からも事業の位置付けを再評価し、国等の補助金の活用も含

め事業進捗を図ってもらいたい。また、災害復旧に関して、国の支援制度はあるが、被災の態様は地域により

それぞれであり制度設計の段階で想定できないものもありうるので、そのようなものについては、支援制度を

柔軟に運用してもらえるよう、国に対して積極的に相談してもらいたい。また、災害対応や復興関連事業が加

わったことで過去最大規模の予算となったが、被災者の状況をよく把握し、事業効果を見極めながら、予算付

けした事業を執行してもらいたい。 

○今後の方向性 

原案を了承。 

 

 ③令和元年度３月補正予算（案）について（財政部）      

標記事項について、財政部長から説明し、協議を行った。（資料４参照） 

○質疑なし 

○今後の方向性 

原案を了承。 

 

(３) 第二期子ども子育て支援事業計画(案)に対する市民意見等の募集結果及び計画

（案）の決定について（こども未来部） 

標記事項について、こども未来部長から説明し、協議を行った。（資料５参照） 

○質疑なし 

○今後の方向性 

原案を了承。 

 

３ その他  

(１) 令和元年度職員提案の表彰について（総務部） 

標記事項について、総務部長から説明を行った。（資料６参照） 
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○質疑なし 

 

(２) 入札・契約制度の見直しについて（財政部） 

標記事項について、財政部長から説明を行った。（資料７参照） 

○質疑なし 

 

(３) 長野市地域公民館建設等事業補助金の特例について（教育委員会） 

標記事項について、教育次長（行政）から説明を行った。（資料８参照） 

○質疑 

〔市長〕県ではコミュニティ振興支援補助金を創設するようだが、本件の補助金との整合性はとれているか。 

〔教育次長（行政）〕本件補助金については、県のコミュニティ振興支援補助金と合わせて説明していく。 

〔副市長〕地域公民館の修繕等に使える補助金として、県と市とそれぞれあるのは分かりにくいので、市民が混乱

しないようそれぞれの補助金の制度内容を十分に周知すること。また、今回の災害特例分の対象事業に増築を

含めるべきかどうかは再度検討してほしい。 

〔教育次長（行政）〕承知した。 

 

 

以上 


